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源氏物語繪巻 
 言わずと知れた『源氏物語』を題材にとった絵巻物である。徳川美術館

に所蔵されている徳川本、五島美術館に所蔵されている五島本が国宝に指

定されており、今回展示しているのはその複製版である。 

 「絵巻」と称されるものには、詞書（ことばがき）と呼ばれる絵の説明

書きが付されている。展示した『源氏物語繪巻』については、大筋では青

表紙本*もしくは河内本*からの抄出であるとされているが、異本や別本に

近い本文が見える部分であり、底本（抄出の元にした本）は定かではない。 

 単に『源氏物語繪巻』と言った場合、基本的には国宝の徳川本・五島本

を指すが、『源氏物語』を題材にした絵巻物は非常に数多く存在している。

徳川本・五島本の来歴も定かではないが、藤原隆能（たかよし）が執筆に

携わっていたと考えられていることから、「隆能源氏」と呼ばれていた時

代もあった。確証がないため、現在ではその名で呼ばれることはなく、『国

宝源氏物語繪巻』、あるいは、所蔵館を冠して『徳川本源氏物語繪巻』『五

島本源氏物語繪巻』と呼ばれることが多いようである。 

 
* 青表紙本・河内本：数多く伝来する『源氏物語』の写本の中で、藤原定家が作成したとされてい
るもの、またはその系統のものを「青表紙本」と呼ぶ。表紙が青かったことが由来とされている。

また、源光行・親行親子の作成とされているのが「河内本」である。親子が「河内守」であったこ

とが名前の由来とされている。 
 「青表紙本」「河内本」ともに、鎌倉時代初期、さまざまな本文が存在した『源氏物語』を正そ

うとした結果生まれたものである。当時存在した多くの写本を交合して作成しているが、青表紙本

が意味は通らなくとも限りなく忠実に原文を写したとされている一方、河内本は、複数の写本を交

合した結果判明した意味を反映して書き直したとされている。 
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＜展示資料情報＞ 

請求記号 巻 配架場所 
721.2A/G34g/1 第 1巻 徳川本 

大学図・貴重 721.2A/G34g/2 第 2巻 五島本 
721.2A/G34g/3 第 3巻 徳川本 
721.2A/G34g/4 第 4巻 徳川本 

 
＜参考文献＞ 
請求記号 書名等 配架場所 

913.36/159 瀬戸内寂聴著. すらすら読める源氏物. 講談社 
2005.7-2005.8 上・中・下（3巻本） 

大学図・1F開架 

913.36/162 円地文子. 源氏物語 : 光源氏と女たちの王朝絵巻. 世界文
化社, 2005.11 

大学図・1F開架 

913.36A/Su96n 鈴木貴子著. 涙から読み解く源氏物語. 笠間書院, 2011.3 大学図・1F開架 

913.36A/Y76g 横井孝, 久下裕利編. 本文と表現を考える. 新典社, 2008.11 大学図・1F開架 

913.36A/H88g 堀井正子著. 源氏物語おんなたちの世界 : 信州の源氏絵を
ひもといて. 信濃毎日新聞社, 2009.11 

大学図・1F開架 

913.36A/Ki63n 北川真理, 森秀雄著. 2 時間でわかる源氏物語. 明治書院, 
2009.2 

大学図・1F開架 

913.36A/Ku11h 久保朝孝, 外山敦子編. 端役で光る源氏物語. 世界思想社, 
2009.1 

大学図・1F開架 

913.36A/Y34r 山中裕編. 歴史のなかの源氏物語. 思文閣出版, 2011.12 大学図・1F開架 

913.36A/I97n 岩坪健編著. 錦絵で楽しむ源氏絵物語. 和泉書院, 2009.1 大学図・1F開架 

 

 『源氏物語』に関連する書籍は、他にもさまざまあります。請求記号は、

「913.36」の棚に多いようです。これを機会に、いろいろと探してみてく

ださい。 
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■鳥獸人物戲畫 
 『鳥獸人物戲畫』（あるいは単に『鳥獣戯画』）は、京都・高山寺に伝来

する墨画の絵巻物（国宝）である。戯画とは、言葉通りたわむれに書いた

絵のことで、風刺の要素を含んだ滑稽な絵のことである。『鳥獣戯画』も、

当時の世相を風刺する意図が見え隠れしているらしい。 

 「らしい」と書いたのには理由がある。『鳥獣戯画』には、前頁の『源

氏物語』と違って、詞書が存在しないからだ。戯画だけで意味を判断して

いるため、作成者の本当の意図はわからないのである。作成者は、鳥羽僧

正覚猷（とばそうじょうかくゆう）と言われているが、こちらも定かでは

ない。 

 『鳥獣戯画』は甲乙丙丁の四巻本で、サル・ウサギ・カエルが擬人化さ

れて描かれている甲巻がもっとも有名である。当館所蔵本は、甲・乙巻の

複製版である。 

 
＜展示資料情報＞ 

請求記号 巻 配架場所 
721.2A/C53c/1 甲巻 

大学図・貴重 
721.2A/C53c/2 乙巻 

 
＜参考文献＞ 
請求記号 書名等 配架場所 

708/19/300 辻惟雄編. 絵巻鳥獣人物戯画と鳴呼絵. 至文堂, 1991.5 (日
本の美術, 300) 

大学図・書庫 
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